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    ６
月
２３
日
（
金
）、
岡
山
流
通
会
館
に
て
令
和
５
年

度
の
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
に
先
立
ち
、
松
田
久
会
長
よ
り
昨
年
度
、
運
営

協
議
会
の
事
業
と
し
て
、
団
地
内
企
業
従
事
者
等
を
対

象
に
通
算
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

を
行
い
、
５
７
１
名
の
接
種
を
行
っ
た
旨
の
報
告
の

他
、
昨
今
の
脱
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
考
察
な
ど
を
含
め
た

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
来
賓
を
代
表
し
て
、
早
島
町

長
・
中
川
真
寿
男
氏
よ
り
、
近
年
の
値
上
げ
に
関
す
る

考
察
な
ど
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
松
田
久
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
た
の

ち
、
左
記
の
議
事
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
、
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【 

議
事
内
容 

】 

第
一
号
議
案 

令
和
４
年
度
「
事
業
報
告
」
並
び
に 

 
 
 

「
収
支
決
算
書
」
の
承
認
に
つ
い
て 

第
二
号
議
案 

令
和
５
年
度
「
事
業
計
画
案
」「
収 

支
予
算
案
」
並
び
に
「
負
担
金
案
」
の
承
認
に  

つ
い
て 

第
三
号
議
案 

役
員
改
選
に
つ
い
て 

 

【 

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業 

】  

①
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備 

②
駐
車
場
・
交
通
安

全
対
策 

③
害
虫
駆
除
対
策 

④
街
灯
・
防
犯
灯
の
設

置
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
検
討 
⑤
愛
称
Ｐ
Ｒ
等 

⑥
危

機
管
理
対
策 

⑦
研
修
会
、
講
習
会
等
の
開
催 

⑧
共

同
求
人
事
業 

⑨
情
報
提
供
の
充
実 
⑩
親
睦
福
利
厚

生
事
業 

⑪
そ
の
他 

 

※
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
任
１２
名
と
、
留
任
２８
名
の

合
計
４０
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
任
さ
れ
た
役

員
は
左
記
の
通
り
で
す 

 

《
今
回
新
任
さ
れ
た
役
員
》（
敬
称
略
） 

【
参 

与
】 

宮
本 

由
佳
（
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
） 

小
山 

直
人
（
岡
山
市
産
業
観
光
局
産
業
政
策
担
当
局
長
）

 

別
府 

正
樹
（
倉
敷
市
文
化
産
業
局
長
） 

【
理 

事
】 

浅
野 

哲
志
（
浅
野
産
業
（
株
）
代
表
取
締
役
） 

川
崎 

俊
之
（
関
西
陸
運
（
株
）
岡
山
営
業
所
長
） 

小
林 

宏
三
（（
協
）
シ
ー
エ
ム
シ
ー
理
事
長
） 

宮
家 

和
彦
（
森
永
乳
業
（
株
）
中
四
国
支
店
営
業
推
進
部
長
） 

原 
 

浩
彰
（
グ
ン
ゼ
物
流(

株)

岡
山
流
通
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

塚
田 

真
也
（（
株
）
サ
ン
ゲ
ツ
岡
山
営
業
所
長
） 

岡
田 

光
博（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
館
長
）

 

【
監 

事
】 

諏
訪
部 

正
樹
（
住
協
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
（
株
）
代
表
取
締
役
） 

川
上 

浩
一
（
オ
ー
ジ
ー
物
流
（
株
）
早
島
事
業
部
長
） 

当
協
議
会
総
会
に
先
立
ち
、
流
通
セ
ン
タ
ー(

株)

定

時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
等
に
つ
い
て
左
記
の
議
案
を
審
議
の
上
、
決
議

し
ま
し
た
。 

 

【 

決
議
事
項 

】 

第
一
号
議
案 

第
３３
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
個
別
注
記
表
承
認
の

件 第
二
号
議
案 

取
締
役
並
び
に
監
査
役
選
任
の
件 

  

  

岡岡山山市市北北区区大大内内田田771144番番地地11    
TTEELL::((008866))229922--55555511／／FFAAXX::229922--55555522  
EE--mmaaiill：：rryyuuttuuuu@@ooppttiicc..oorr..jjpp  
hhttttppss::wwwwww..ooppttiicc..oorr..jjpp//rryyuuttuuuu//ppoorrttaall//  
  

令令
和和
５５
年年
度度  

運運
営営
協協
議議
会会
通通
常常
総総
会会  

開開
催催  

流流
通通
セセ
ンン
タタ
ーー
株株
式式
会会
社社  

定定
時時
株株
主主
総総
会会
開開
催催  

 

岡山市北区大内田 714 番地 1
TEL：（086）292-5551／FAX：292-5552
E-mail：ryutuu@optic.or.jp
https://www.optic.or.jp/ryutuu/portal/



第 78 号                 流通センターだより              令和 5年 7月 1日(2) 

決
議
後
、
任
期
満
了
に
よ
る
取
締
役
の
選
任
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
、
木
村
容
治
氏
が
社
長
に
就
任

(

留
任)
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
任
さ
れ
た
役
員
は

左
記
の
通
り
で
す
。 

【
取
締
役
】 

宮
本 

由
佳
（
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
） 

小
山 

直
人
（
岡
山
市
産
業
観
光
局
産
業
政
策
担
当
局
長
）

 

山
本 

勉 

（
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
（
協
）
顧
問
） 

小
林 

宏
三
（
（
協
）
シ
ー
エ
ム
シ
ー
理
事
長
）  

６
月
１５
日
か
ら
１７
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
岡

山
市
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
に
オ
ー
ジ
ー
物

流
（
株
）
よ
り
１
名
、
（
株
）
コ
ク
ヨ
ロ
ジ
テ
ム

よ
り
１
名
、
シ
ー
ア
ー
ル
物
流
（
株
）
よ
り
１
名

が
参
加
さ
れ
、
応
急
手
当
普
及
員
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

資
格
の
有
効
期
限
は
３
年
間
で
す
が
、
再
講
習

の
受
講
で
、
新
た
に
３
年
更
新
で
き
ま
す
の
で
、

一
度
取
得
さ
れ
た
方
は
期
限
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。 

慢
性
的
な
人
手
不
足
問
題
に
対
す
る
取
組
と

し
て
、
今
年
度
も
卸
組
合
と
の
共
催
で
、
求
人
誌

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
７
月
１
日
号
の
１
週
間
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

広
告
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
に
６
月
２６
日
よ
り

２
週
間
掲
載
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的

に
掲
載
を
希
望
す
る
企
業
を
募
り
、
企
業
数
が

集
ま
れ
ば
特
集
を
組
ん
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

ｅ
‐
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧

可
能
な
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
に
も
同
時
掲
載
さ
れ
ま
す
。

優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
に
是
非
ご
活
用
下
さ

い
。 ５

月
２６
日
（
金
）
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

で
、
令
和
５
年
度
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
、
１
４
２
名
（
２０
社
）
が
参
加
し
ま
し

た
。 今

年
は
個
人
戦
と
会
社
毎
の
団
体
戦
で
競
い

合
い
、
目
玉
商
品
と
し
て
当
日
賞
（
２６
位
）
に

「
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ 

布
団
乾
燥
機
」
、 

ラ
ッ
キ
ー
賞
（
当
日
く
じ
で
決
定
）
に
「
サ
ロ

ニ
ア 

洗
顔
ブ
ラ
シ 

フ
ォ
ー
ム
」
、
記
念
賞

（
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
）
に
「
ア
ン
カ
ー
ネ
ビ
ュ

ラ
ア
ス
ト
ロ
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
搭
載
モ
バ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
」
、
団
体
賞
に
「
駄
菓
子

詰
合
せ
」
、
優
勝
者
に
は
ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券

５
千
円
分
、
そ
の
他
順
位
賞
の
方
に
は
各
社
よ

り
い
た
だ
い
た
豪
華
協
賛
品
を
ご
用
意
し
ま
し

た
。 参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
思
う
存
分
手
腕
を
発

揮
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
各
レ
ー
ン
で
は
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が

出
る
と
拍
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
が
起
こ
り
終

始
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

接
戦
の
末
、
結
果
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。
賞
品
を
獲
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
開
催
に
あ
た
り
協
賛
品
を
ご
提
供
い
た
だ

い
た
企
業
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

求求
人人
誌誌
・・
ＷＷ
ＥＥ
ＢＢ
にに
よよ
るる  

共共
同同
求求
人人
事事
業業
実実
施施  

応応
急急
手手
当当
普普
及及
員員
３３
名名
認認
定定  

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催 

【
男
性
の
部
成
績
】
（
敬
称
略
） 

優 

勝 

大
谷 

研
二
（
常
照
園
）
３
３
９
点 

準
優
勝 

大
東 

康
宏
（
常
照
園
）
３
３
３
点 

３ 

位 

畑
山 

翔 

（
あ
ら
た
）
３
２
８
点 

【
女
性
の
部
成
績
】
（
敬
称
略
） 

優 

勝 

大
橋 

加
代
子
（
常
照
園
）
２
６
７
点 

準
優
勝 

岡
部 

由
紀
子
（
グ
ン
ゼ
物
流
）
２
６
４
点 

３ 

位 

重
實 

聖
子
（
エ
ル
ジ
オ
）
２
６
３
点 

【
団 

体 

賞
】
常
照
園 

１
３
７
．
１
点 

【
当 

日 

賞
】
古
谷 

雄
汰
（
あ
ら
た
） 

【
ラ
ッ
キ
ー
賞
】
辰
巳 

浩
子
（
中
国
銀
行
） 

【
記 

念 

賞
】
橋
本 

凱
也
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
） 

団体賞 

記念賞 ラッキー賞 

女性の部 

優勝者 

男性の部 

優勝者 

当日賞 

じゃんけん大会の様子 
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【研修内容】  

１．データの処理 

①関数とは？ 

②関数の使い方、入力の仕方について 

③表示形式の設定ついて 

 ④一般的な業務改善でよく使われる 

関数について 

２．関数の実務活用 

（事例１）顧客リストの作成 

（事例２）郵便物のあて名作成 

（事例３）検査成績書の作成 

発表と講師のコメント 

 

 
 

33．．フファァシシリリテテーータターー  

①参加者との信頼関係を築くラポール形成 

②ファシリテーターの役割を知る 

４４．．会会議議等等ででのの合合意意形形成成  

①会議でのゴールの定め方 

②会議が始まる前から 

モチベーションアップの意識づけを 

１１．．有有意意義義なな会会議議等等ととはは  

①安心して発言できる安全な環境づくりを 

②継続できる有意義な会議の在り方とは 

22．．フファァシシリリテテーーシショョンン  

①場づくりをするファシリテーションとは 

②ファシリテーションスキル向上 

 研修内容 

中小企業診断士／全員営業サポーター 

様々な組織に所属し、ピーク時には年間50回 

程度の会議に参加。自身がリーダー・進行役・ 

参加者のそれぞれの立場で「会議」を経験して 

きた。現在では社員モチベーションアップを 

目的に、企業支援での会議進行も行っている。 

元大手医療介護福祉機器メーカー、営業職。 

株株式式会会社社日日乃乃目目  代代表表取取締締役役  

渡渡辺辺
わたなべ

  日日
ひ

菜菜子子
な こ

  氏氏  

 講 師 

 
 締切  

８月１０日(木) 

（但し定員に達し次第締め切り） 

 

  
株株式式会会社社東東京京ナナレレッッジジププラランン    

教教育育事事業業部部  瀬瀬戸戸内内ブブロロッックク長長        

  那那須須
な す

  正正利利
まさとし

  氏氏  

大手電子部品メーカーの製造部門で、製造監督や品質 

管理、生産技術、安全衛生等の業務に従事。業務の傍ら、 

実務担当としてデータの集計や活用を実践してきました。 

現在はその経験を活かし、ＩＴを使った業務効率向上の他、 

安全衛生などの指導・支援を行っています。 

業務に役立つ 

の

中級者向け 

業務の効率化を目指して、事務処理に必要なデータ処理における表計算ソフトの関数の効果的な活用方法を習得する 

※お申し込みは別途お送りした受講申込書に必要事項記載の上、事務局まで FAX をお送りください 

―ファシリテーションを活用した合意形式の効率化― 

 

 締切  
７月３１日(月) 

（但し定員に

達し次第締

め切り） 
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５
月
１
日
現
在
に
お
け
る
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内

及
び
関
連
事
業
所
の
正
社
員
・
パ
ー
ト
嘱
託
等
労

働
者
数
結
果
は
上
記
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
前

年
度
か
ら
１
社
減
と
な
る
１
０
９
社
の
企
業
よ

り
回
答
を
い
た
だ
き
、
従
業
員
数
合
計
は
、
４
４

２
６
名
で
、前
年
度
比
９７
・
１
％（
１
３
０
名
減
）

と
な
り
、
昨
年
に
続
き
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

全
体
の
正
社
員
計
、
パ
ー
ト
・
嘱
託
等
計
を
見

る
と
、
正
社
員
計
・
パ
ー
ト
嘱
託
等
計
と
も
に
減

少
と
な
っ
て
お
り
、
正
社
員
計
に
つ
い
て
は
６
年

連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
自
社
従
業
員
数
に

お
け
る
正
社
員
は
、
前
年
度
比
９７
・
５
％
（
６７

名
減
）
と
減
少
し
て
お
り
、
、
パ
ー
ト
嘱
託
等
数

に
つ
い
て
も
前
年
度
比
９６
・
５
％
（
６３
名
減
）

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ

ー
の
正
社
員
比
率
は
、
５９
・
９
％
と
昨
年
よ
り
も

低
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
事
業
所
内
関
連

企
業
従
業
員
数
に
お
い
て
も
、
正
社
員
比
率
は
昨

年
と
比
べ
微
減
し
、
４１
・
８
％
と
横
ば
い
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
女
性
社
員
の
数
を
見
る
と
、
昨
年
に

続
い
て
微
増
し
て
お
り
、
社
員
総
計
に
占
め
る
女

性
社
員
数
の
割
合
は
２３
・
２
％
と
な
り
過
去
１０

年
で
最
も
高
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
は
労
働
者
数
調
査
及
び
緊
急
連
絡
先

の
確
認
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

  

   
 

６
月
１６
日
（
金
）
、
県
内
の
高
校
・
大
学
・
専

門
学
校
か
ら
計
１６
校
と
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
企

業
１６
社
が
集
ま
り
、
求
人
意
見
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
面
談
時
間
６
分
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
方
式
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
方
式
の
両
方
に
よ

る
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
当
交
流
会
は
今
年
で
８

回
目
の
開
催
と
な
り
、
既
に
顔
な
じ
み
と
な
っ
た

方
も
多
く
、
今
年
の
採
用
人
数
や
、
就
職
希
望
の

学
生
数
等
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
意
見
交
換
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
後
の
希
望
者
の

み
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
よ
り
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

・
人
事
担
当
者
の
方
と
懇
談
が
で
き
、
大
変
貴
重

な
機
会
だ
っ
た
。 

・
様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
有
意
義
だ
っ
た
。 

・
１
社
あ
た
り
の
時
間
が
短
す
ぎ
て
、
非
常
に
忙

し
か
っ
た
の
で
、
面
談
時
間
が
１０
分
ぐ
ら
い
は
欲

し
い
。 

 

今
年
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
企
業
も
学

校
と
の
関
係
づ
く
り
の
一
助
と
な
り
ま
す
の
で
、

来
年
開
催
が
決
ま
っ
た
際
に
は
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
内 

労
働
者
数
調
査
結
果 

〈
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
〉 

求
人
意
見
交
流
会
開
催 

 

～
16
校
、
16
社
参
加
～ 

(   )は昨年度数 

流通ｾﾝﾀｰ内

総　計 年間売上高

男性 女性 計 (単位:百万円)

11,,115577 336677 11,,552244 770000 22,,222244 113311,,552288

(1,244) (395) (1,639) (774) (2,413) (126,637)

887777 224499 11,,112266 11,,007766 22,,220022 8811,,119966

(862) (216) (1,078) (1,065) (2,143) (78,089)

合計/109社 22,,003344 661166 22,,665500 11,,777766 44,,442266 221122,,772244

(109) (2,106) (611) (2,717) (1,839) (4,556) (204,726)

パート・
嘱託等

吉吉備備地地区区
合合計計
((７７４４社社））

早早島島地地区区
合合計計
（（３３５５社社））

区分
正社員
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２
月
７
日
（
火
）
、
日
本
銀
行
岡
山
支
店
長
の

川
本
卓
司
氏
を
講
師
に
迎
え
、
令
和
４
年
度
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
２１
名
（
１７
社
）
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 【
講
演
内
容
一
部
抜
粋
・
要
約
】 

テ
ー
マ 

★
最
近
の
金
融
経
済
情
勢
に
つ
い
て 

・
業
況
判
断 

 

岡
山
県
と
全
国
の
短
観
を
比
較
す
る
と
、
グ
ラ

フ
の
動
き
が
似
か
よ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
岡
山
県

に
は
製
造
業
と
非
製
造
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
直
近
の
１２
月
の
短
観
で
は
、
景
気
が
良
い

と
回
答
し
た
企
業
が
岡
山
県
の
方
が
全
国
よ
り

多
く
、
こ
れ
は
非
製
造
業
が
全
体
の
景
気
を
押
し

上
げ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

非
製
造
業
が
良
く
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
、

２
０
２
１
年
後
半
か
ら
個
人
消
費
が
回
復
し
て

き
て
い
る
影
響
が
大
き
い
。
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー

の
売
上
が
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
、
多
少
の
振
れ
幅
が

あ
る
も
の
の
直
近
で
は
コ
ロ
ナ
前
と
同
程
度
の

売
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
乗
用
車
の
販
売
に
関

し
て
は
、
水
準
と
し
て
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
は

い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
物
足
り
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

半
導
体
が
不
足
し
て
お
り
、
需
要
は
堅
調
だ
が
、

供
給
制
約
に
よ
っ
て
車
が
作
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
車
を
売
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ

る
。 

 

岡
山
の
人
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
前

と
比
べ
て
２
０
２
１
年
の
行
動
制
限
の
あ
っ
た

月
に
は
３
割
ほ
ど
落
ち
込
み
２
０
２
２
年
の
感

染
第
７
波
・
８
波
で
は
行
動
制
限
が
な
か
っ
た
の

で
、
さ
ほ
ど
人
出
の
減
少
は
な
く
１０
％
程
度
の
減

少
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
で

の
売
上
も
コ
ロ
ナ
前
の
９
割
程
に
戻
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
多
い
。 

 

・
円
安
物
価
高
の
影
響 

 

通
常
１
％
の
値
上
げ
を
す
る
と
、
１
％
以
上
売

上
数
量
が
減
る
の
で
売
上
高
が
下
が
っ
て
い
た

が
、
近
年
で
は
物
価
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体

の
売
上
数
量
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
た
め
、

売
上
は
上
昇
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
販
売
価
格

と
実
質
売
上
高
の
関
係
を
見
る
と
、
単
価
が
上
が

っ
た
も
の
ほ
ど
売
れ
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
物
価

が
１
％
上
が
る
と
数
量
が
0.5
％
し
か
減
少
し
な

い
の
で
結
果
と
し
て
売
上
高
が
増
え
る
と
い
う

状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

 

・
展
望 

《 

経
済
の
先
行
き 

》 

資
源
高
や
海
外
経
済
原
則
に
よ
る
下
押
し
圧

力
を
受
け
る
も
の
の
、
感
染
症
や
供
給
制
約
の
影

響
が
和
ら
ぐ
も
と
で
、
回
復
し
て
い
く
。 

 

そ
の
後
は
、
所
得
か
ら
支
出
へ
の
前
向
き
循
環

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
々
に
強
ま
る
も
と
で
、
潜
在
成

長
率
を
上
回
る
成
長
を
続
け
る
。 

《 
物
価
の
先
行
き 

》 

目
先
、
輸
入
物
価
の
上
昇
を
起
点
と
す
る
価
格

転
嫁
の
影
響
か
ら
高
め
の
伸
び
と
な
っ
た
後
、
そ

う
し
た
影
響
の
減
衰
に
加
え
、
政
府
の
経
済
対
策

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
押
し
下
げ
効
果
も

あ
っ
て
、
来
年
度
半
ば
に
か
け
て
、
プ
ラ
ス
幅
を

縮
小
し
て
い
く
。
そ
の
後
は
、
需
要
ギ
ャ
ッ
プ
が

改
善
し
、
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
や
賃
金

上
昇
率
も
高
ま
っ
て
い
く
も
と
で
、
経
済
対
策
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
押
し
下
げ
効
果
の
反

動
も
あ
っ
て
、
再
び
プ
ラ
ス
幅
を
緩
や
か
に
拡
大

し
て
い
く
。 

４
月
、
６
月
に
団
地
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
日
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
時
間
か

け
て
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
等
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

次
回
は
１０
月
１７
日
（
火
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

団
地
内
一
斉
清
掃 

を
行
い
ま
し
た
！ 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
講 
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２
月
１４
日
（
火
）
、
岡
山
流
通
会
館
で
交
通

安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
２１
名
（
１５
社
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
も
講
師
に
、
岡
山
西
警
察
署

の
原
田
雅
希
氏
を
迎
え
、
改
正
道
路
交
通
法
、
安

全
運
転
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

【 

講
習
内
容
（
一
部
抜
粋
） 

】 

★
岡
山
県
の
交
通
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て 

２
０
２
２
年
の
交
通
事
故
死
者
数
が
大
幅
に
増

加
。
７４
人
が
亡
く
な
り
、
人
口
１０
万
人
当
た
り

の
死
者
数
が
、
３
．
９
４
人
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
不
名
誉
な
記
録
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

高
齢
者
が
約
６０
％
の
４４
人
。
歩
行
者
の
死
者
１８

人
の
う
ち
１６
人
、
自
転
車
乗
用
中
の
死
者
１８
人

の
う
ち
１１
人
が
そ
れ
ぞ
れ
高
齢
者
と
な
っ
て
い

る
。
西
警
察
署
管
内
の
死
者
数
は
、
昨
年
プ
ラ
ス

５
件
。
死
亡
事
故
９
件
中
６
件
は
自
損
事
故
で
、

電
柱
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
自
転
車
で
転

倒
し
て
亡
く
な
っ
た
り
と
い
う
事
故
が
起
き
た
。

ま
た
大
き
な
道
路
で
の
事
故
が
多
い
の
が
特
徴
。

過
去
５
年
の
事
故
発
生
件
数
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
が
、
怪
我
を
す
る
事
故
は
減
っ
て
い

る
。
車
の
性
能
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
る
こ

と
が
要
因
。
ま
た
、
年
末
年
始
に
か
け
て
、
重
体

事
故
２
件
発
生
。
駐
車
場
内
で
歩
行
中
で
あ
っ
た

１２
歳
女
児
が
後
退
中
の
貨
物
車
と
衝
突
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
企
業
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運

搬
作
業
等
も
多
い
と
思
う
の
で
、
駐
車
場
内
で
も

歩
行
者
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
、
後
退
す
る
時
は
、
２
人
１

組
に
な
っ
て
、
１
人
は
後
ろ
を
確
認
す
る
な
ど

し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ほ
し
い
。 

３
月
９
日
（
木
）
、
２８
名(

２０
社
）
が
参
加

し
、
岡
山
流
通
会
館
及
び
中
庭
で
春
の
火
災
予
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
岡
山
西
消
防
署
の
方
の

講
演
で
は
、
主
に
地
震
火
災
発
生
時
の
対
応
策
等

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
注
意

深
く
聞
き
、
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
の
為
に
会

社
と
し
て
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
準
備
す
れ
ば
良
い

か
等
を
学
び
ま
し
た
。
講
話
の
後
、
岡
山
流
通
会

館
中
庭
で
水
を
使
っ
た
消
火
活
動
の
実
地
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

 

【 

講
話
内
容
（
一
部
抜
粋
）
】 

日
本
は
世
界
で
最
も
地
震
の
危
険
度
が
高
い
国

で
あ
り
、
実
際
に
世
界
で
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
６
．
０
以
上
（
中
規
模
地
震
以
上
）
の
地
震

の
約
２
割
は
日
本
な
ら
び
に
日
本
近
海
で
起
こ
っ

て
お
り
、
私
た
ち
は
「
地
震
の
危
険
の
高
い
国
に

住
ん
で
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
自
覚
し

て
、
日
頃
か
ら
防
災
の
備
え
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
が
地
震
国
で
あ
る
以
上
、
地
震
対

策
へ
の
取
組
み
は
企
業
に
と
っ
て
も
必
須
事
項
で

あ
る
。 

企
業
で
「
非
常
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作

成
や
地
震
対
策
を
行
う
こ
と
は
社
会
的
信
用
に
も

つ
な
が
る
。
企
業
の
地
震
対
策
の
実
施
は
、
企
業

の
ト
ッ
プ
の
関
心
の
強
さ
と
熱
意
に
か
か
っ
て
い

る
。
防
災
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
は
、
時
間
的
な

余
裕
が
な
い
、
経
済
的
な
負
担
が
で
き
な
い
と
躊

躇
す
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
手
を
付

け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
手
間
暇
と
費
用
の
か

か
る
事
業
だ
と
大
げ
さ
に
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
実
際
は
、
案
外
簡
単
な
準
備
で
大

き
な
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
る
。
例

え
ば
、
非
常
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
お

く
こ
と
は
、
地
震
対
策
の
一
歩
に
な
る
。
ま
た
耐

震
補
強
に
つ
い
て
も
全
部
を
や
る
の
で
は
な
く
、

一
時
的
に
避
難
で
き
る
よ
う
な
安
全
な
ス
ペ
ー
ス

を
作
っ
て
お
い
た
り
、
重
要
な
機
器
の
周
り
だ
け

補
強
す
る
な
ど
す
れ
ば
、
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
企
業
ト
ッ
プ
が
率
先
す
れ
ば
、
社
員
の

中
で
色
々
な
知
恵
が
生
ま
れ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。 会

社
の
根
幹
と
な
る
業
務
を
温
存
で
き
れ
ば
会

社
を
立
て
直
す
こ
と
も
可
能
。
業
務
再
開
に
必
要

な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
を
考
え
る
。
防
災

対
策
は
全
て
を
や
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
会
社
に

必
要
な
こ
と
を
見
極
め
て
や
る
。
地
震
対
策
に
は

コ
ス
ト
を
掛
け
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
大
切
。
行
動
計
画
を

立
て
、
想
定
外
の
こ
と
を
な
る
べ
く
想
定
内
に
し

て
い
く
こ
の
努
力
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
命
を
守
る

こ
と
に
繋
が
る
。 

交
通
安
全
講
習 

開
催 

 
 
 

火
災
予
防
訓
練 

実
施 
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会員企業紹介 

岡⼭エリアに幅広く拠点を持つ岡⼭中央冷蔵株式会社。 
冷凍や保管に関して岡⼭エリアを幅広くカバーしております。 

『商品は冷たく』『心は温かく』 
岡⼭中央冷蔵株式会社へお任せ下さい︕。 

本社 岡山工場    岡山県岡山市北区⻘江⼀丁目 7 番 6 号 

流通センター工場   岡山県岡山市北区⼤内⽥ 738 

「「当当たたりり前前」」をを支支ええるる、、特特別別なな想想いい。。  

生活に欠かせないガス、水道、電気―――。 
それらを運ぶバイプや継ぎ手などの鋼管類は、 

毛細血管のように社会に張り巡らされていいます。 
〜蛇⼝をひねれば水が出る〜 

〜スイッチを押せば火がつく〜 
そんな毎日の「当たり前」を支える鋼管類を確実にお届けするのが、 

私たちの仕事です。 

本  社 東京都千代⽥区⼤手町 2 丁目 2 番 1 号 新⼤手町ビル 6 階 
岡山支店 岡山県都窪郡早島町⼤字矢尾 822 



第 78 号               流通センターだより           令和 5年 7月 1日(8) 

. 

 
 

 

◇
令
和
４
年
度
第
２
回
総
務
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
６
日 

 

・
令
和
４
年
度
決
算
見
込
及
び
令
和
５
年
度 

予
算
骨
子
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

 

◇
令
和
５
年
度
第
１
回
総
務
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
９
日 

 

◇
令
和
５
年
度
第
１
回
役
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

５
月
２２
日 

・
令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
日
程
等
に
つ 

い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

・
総
会
提
出
議
案
内
容
に
つ
い
て
検
討
し 

ま
し
た
。 

 
   

◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略)  

加
藤
産
業(

株) 

（
新
）
下
田 

 

剛 

（
旧
）
伏
見 

和
明 

 (

株)

外
林 

 
 
 
 
 

（
新
）
銭
谷 

泰
架 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
大
浜 

一
平 

 

マ
リ
ン
フ
ー
ズ(

株) 

（
新
）
髙
田 

宏
彰 

（
旧
）
上
田 

賢
一 

 

テ
ィ
ー
エ
ス
ア
ル
フ
レ
ッ
サ(

株) 

（
新
）
古
谷 

真
也 

（
旧
）
赤
塚 

隆
弘 

 (

株)

ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
ジ
ャ
パ
ン 

（
新
）
鈴
木 

武
志 

（
旧
）
高
田 

健
二 

 
 

日
東
物
産(

株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
横
山 

正
英 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
藤
原 

眞
人 

 

北
勢
工
業(

株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
亀
井 

修
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
岡
野 

英
樹 

 

森
永
乳
業(

株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
宮
家 

和
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
天
野 

正
貴 

 
(

株)

エ
バ
ル
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
馬
場 

淳
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
梶
原 

 

勝 

 

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス(

株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
上
村 

彰
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
井
上 
和
也 

 

シ
ャ
ー
プ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン(
株) 

（
新
）
岸
田 

克
俊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
高
木 

聡
志 

 

丸
協
運
輸(

株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
西
川 

隼
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
岡 

真
太
郎 

 

◆
社
名
変
更 

（
旧
）
山
陽
運
輸
倉
庫(

株) 

→
（
新
）
日
之
出
運
輸 

西
日
本 

 

◆
会
員
資
格
変
更 

（
旧
）
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ(

株) 

→
（
新
）(

株)

プ
ロ
ロ
ジ
ス 

 

◆
新
規
会
員 

 
 

関
西
フ
ロ
ー
ズ
ン(

株) 

                             

▼
食
品
・
電
気
代
・
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
、
様
々
な

も
の
が
値
上
が
り
す
る
な
か
岡
山
市
で
は
、
２
０

２
４
年
度
か
ら
水
道
料
金
が
約
２５
％
の
値
上
げ

と
な
る
そ
う
で
す
。
値
上
げ
の
理
由
と
し
て
は
、

浄
水
場
や
水
道
管
の
更
新
・
耐
震
化
に
充
て
る
建

設
改
良
費
の
確
保
が
目
的
。
水
道
管
や
浄
水
場
な

ど
の
水
道
設
備
は
、
全
国
的
に
高
度
成
長
期
に
作

ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
こ
こ
に
き
て
一
斉
に
修
理

す
る
時
期
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
お
財
布
に
厳
し
い
時
期

が
続
き
そ
う
で
す
。 

▼
気
が
付
け
ば
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
か
ら

４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
マ
ス
ク
の
着
用

が
個
人
の
判
断
と
な
り
、
屋
外
で
マ
ス
ク
を
し
て

い
な
い
人
が
増
え
、
元
の
生
活
に
近
づ
い
て
き
た

事
を
感
じ
る
日
々
で
す
。 

職
業
柄
外
す
こ
と
が
出
来
な
い
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
感
染
予
防
と
両

立
し
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

 

会会
議議
等等
報報
告告  

会会
員員
動動
向向
（
２
０
２
３
年
１
月
以
降
） 

 

編
集
後
記 

 

 

岡山流通会館テナント募集

 

賃賃貸貸  
ススペペーースス
((約約3300坪坪))  

賃料・敷金等はご相談させていただ
きます。その他使用用途により入居
いただけない場合がありますので、
ご相談ください。 

お問合せは 086-292-5551  

（流通C.事務局）まで 

月額賃料10万円 
程度～要相談 

ご紹介情報等もお寄せ
ください！ 


